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参考資料 １：第２回テーマ部会での意見整理 

 

『付加価値を生むまちづくり部会』 



 
 
 
 
 

取組みの視点（方向性） 取組み内容 

(1)点（個人）と点をつな

ぐ仕組みづくり 

①誰もが参加できる『話し合いの場』づくり 

・高架下の空き店舗を活用して、月１回でもよいので話合いやワークショップを行う ⇒区が公用というかたちで借りるこ

とができればなおよい。 

・地元住民、商業関係者、行政による、協議組織を立ち上げる 

・JR の高架下の空き店舗 ⇒「西荻みなみ」のような貸しスペース 

 

 

②誰もが気軽に使える『活動の場』づくり 

・既存の制度活用（空き店舗活用など）により、活動資金を確保 

・知らせ板の活用 ⇒駅にあるマガジンラックと合わせて 

・駅なか 

 

 

 

 

(2)駅を利用している人

たちが立ち寄れる場

づくり 

①参加する人（住んでいる人、企画する人）が楽しめるイベントづくり 

・各商店街の取組みが必要 

・外部の人に参加してもらう ⇒市場で企画は西荻の住民が行い、お店を出す人は地区外の人とするなど 

・外からのアイデアを集める ⇒商店街サポーターなどの制度構築 

・132 号整備後の伏見通り ⇒バスルートが変更になるのでは？という想定から 

・24 の商店街をつなぐルート上でいろいろなイベント等を展開 

 

 

②各個店が事業継承されるための仕組み作りが必要 

・各商店の取組みが必要 

・ 

 

 

③『（例）協議会の設置                  』 

・132 号線に関して検討を行う協議会組織が経ちあげられようとしている。区として協議会を認めてほしい 
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【テーマの実現に向けた取組み】 

まちづくり 

目標 

 前回の振り返りと合わせて、取組みの視点を再整理した。各取組みの視点に対し、『必要なものは何か？』、『どのように行うか？』、『どこでやるか？』の順に検討を進め

た。ばらばらにある個人・個店、商店街をつなぐ新たな取組みが必要であることが確認された。また、そのためには、住民や商店街、行政による検討組織を立ち上げるこ

と、定期的に話し合いが可能なスペースの確保が必要なことも挙げられた。 

当日の懇談の 

進行内容・視点・ポイント 



 



 
 
 
 
 

取組みの視点（方向性） 取組み内容（取組み内容を   としている） 

コミュニティづくり 

⇒(1)人のつながりによ

る体制づくり 

①参画しやすいコミュニティづくり 

・新規入居者などを巻き込んだ、多様な人が参加できる体制づくり 

 

②商店街や町会の枠を超えたつながりづくり 

・商店街ごとの結束は強いが、他商店街とのつながりがない（弱い） 

・横のつながりを意識したコミュニティづくり 

 

③地区外とのつながりづくり 

・東京女子大学との連携 

 

情報発信・共有 

⇒(2)情報発信・共有に

よるつながりづく

り 

①参加者とのつながりづくり 

・SNS などを用いて、イベントに関する情報を発信・共有する 

 

②支援者とのつながりづくり 

・イベントのできる貸しスペース（建物・敷地）の持ち主、参加したいアーティスト・飲食店等と情報共

有 

・クラウドファンディング 

・アーティスト等の出場者から参加費徴収しイベントを実行 

 

西荻らしいイベント 

⇒(3)西荻らしいイベン

トづくり 

〇イベント企画立案は、他のテーマの視点を入れ込み「西荻らしいイベント」にする 

①入りやすいイベント 

・地域で育てていけるイベント 

 

②小規模なイベント 

・大きいイベントだと障壁も多く、最初は小規模なイベントから始めていく 

 

③音楽×食×酒 

・西荻窪にはアーティストが多く（子ども向けのアーティストも）、アーティストを巻き込んだイベント 
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【テーマの実現に向けた取組み】 

まちづくり 

目標 

西荻らしいイベントの内容は他のテーマの視点からもってくるとし、「西荻らしいイベント」を実行するための、「体制づくり」⇒「つながりづく

り」⇒「目的」というフローごとにイベンづくりについて協議した 
当日の懇談の 

進行内容・視点・ポイント 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

取組みの視点（方向性） 取組み内容（取組み内容を   としている） 

(1)個人店が多い商店街

を活かしたまちづく

り 

① 地域の情報発信 

・小売店で対面しながら地域の他の情報を発信する 

・祭りなどをいつ、どこで開催するかが分かるように店舗で発信する 

 

② 起業や空き店舗の活用 

・出店のしやすさを活かした店舗誘致・起業支援 

・古民家を活かしたランチレストラン 

・空き店舗を活用したコミュニティスペース（案内・情報発信） 

 

③ 空き店舗活用の仕組みづくり 

・空き店舗バンクによる情報の一元化 

 

 

(2)若者のやる気を引き

出すまちづくり 

①『（例）仕組みづくり                 』 

・若者のやりたいことを吸い上げる仕組みづくり 

 

②『（例）催事スペースの活用              』 

・若者が利用しやすいように、催事スペースを活用する 

 

 

(3)特徴ある文化的資源

を活かしたまちづく

り（成熟した魅力を守

る） 

① 西荻の小洒落た文化を活かす 

・文化を活かした個々の取組みの情報の一元化 

 

② 子育て・教育環境 

・ファミリーサポートの取組み（18 時以降の保育時間外の預かりサポート）のＰＲ 
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【テーマの実現に向けた取組み】 

まちづくり 

目標 

西荻窪の魅力は何か、その魅力を具体的にどのように活かすのかという視点で、「個人店が多い商店街」「若者のやる気」「特徴ある文化的資源」

について協議した。 

 

当日の懇談の 

進行内容・視点・ポイント 



 



 
 
 
 
 

取組みの視点（方向性） 取組み内容 

情報ソース 

⇒(1)まちの話題、発

信したい情報

収集 

①人の興味を引き続ける内容 

・周辺エリア・近隣エリアの方々の注目や興味がある内容を発信 

・個人の利用価値があること（ex．メルカリ的、物々交換的、実用性） 

・防災などの情報も必要 

 

②魅力的な内容がないと続かない 

・閲覧が伸びない→気持ちが続かない、運営が難しい 

 

 

ＳＮＳ発信の知らせ

る 

⇒(2)まちなかでの

情報発信拠点

づくり 

①情報発信していることを知ってもらう必要がある 

・寄り易い、賑わい空間、場所で案内（ex．高架下、紀伊国屋、パチンコ屋） 

・掲示板(目につけば見えてくる) 

・口コミを誘う 

 

 

仕組みづくり 

⇒(3)情報発信の継

続的な取組み

促進 

①人の確保 

・高齢者の人材活用、週末ごとの当番制 

・「西荻窪案内所」「西荻窪ノート」「ぷれま」などを実践されてきた方々の経験値を活かすため、

勉強会を開催し、現場の意見を聞きたい。 

 

②場所の確保 

・見える場所でも活動：生きやすい、分かりやすい 

・候補 マイロード内：紀伊国屋、パチンコ屋 

 

③システムづくり 

・給与を支払える仕組み(ボランティアでは継続できない)  

・起業希望者の登用（創業支援等への登録者）  
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【テーマの実現に向けた取組み】 
まちづくり 

目標 

・ 情報発信の仕組みづくりについて、メンバーの一人が「西荻窪案内所」ブログ運営者へインタビューした結果を紹介し、主に SNS などの

情報発信を継続する方策を中心に協議した。 

当日の懇談の 

進行内容・視点・ポイント 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



付加価値を生むまちづくり部会の整理 

まちづくり

の目標 
 

取組みの 

方向性 
 

具体的な 

取組み内容 

 
参加者の思い（案） 

       

付加価値を生む 

まちづくり 

 

人の集まる 

場づくり 

 (1)点（個人）と点をつなぐ仕組みづくり 
①誰もが参加できる『話し合いの場づくり』 

②誰もが気軽に使える『活動の場づくり』 

 地区の活性化に向け、それぞれの活動等を共有、今後の活動
等の検討ができるよう、誰もが気軽に参加できる『話し合いの場・
活動の場』づくりを進めます。 

(2)駅を利用している人たちが立ち寄れる場づくり 
①参加する人が楽しめるイベントづくり 

②各個店が事業承継される仕組みづくりが必要 

③（例）協議会の設置 

 
個々の商店において円滑に事業継承されるとともに、関連する

人々（外部からのサポーターも含む）を中心とした駅周辺の活力
の維持・向上に向けた取組みを進めます。 

イベントづくり 

(1)人とのつながりによる体制づくり 
①参加しやすいコミュニティづくり 

②商店街や町会の絆を超えたづながりづくり 

③地区外とのつながりづくり 

 
町会や商店街間、東京女子大学との連携など、人のつながりに

よる体制づくりを行います。 

(2)情報発信・共有によるつながりづくり 
①参加者とのつながりづくり 

②支援者とのつながりづくり 

 
インターネットや SNS、クラウドファンディング等を活用したイベント

の参加者・支援者への情報発信・情報共有を推進します。 

(3)西荻らしいイベントの実施 
①入りやすいイベント 

②小規模なイベント 

③音楽×食×酒 

 
イベント企画立案・目的は、他の旗揚げテーマの視点を入れ込

み「西荻らしいイベント」にします。 

西荻窪の 

魅力を活かした 

まちづくり 

(1)個人店が多い地域特性を活かしたまちづくり 
①地域の情報発信 

②起業や空店舗の活用 

③空き店舗活用の仕組みづくり 

 個人店が多い西荻窪の強みを活かし、各店舗における地域の
情報やイベントの発信に取り組むとともに、空き店舗バンクなどによ
る空き店舗活用しやすい仕組みづくりにより、店舗誘致や起業支
援、案内・情報発信機能としての空き店舗活用を推進します。 

(2)若者のやる気を引き出すまちづくり 
①（例）仕組みづくり 

②（例）催事スペースの活用 

 若者のやる気を西荻窪の魅力につなげるため、若者のやりたいこ
とを吸い上げる仕組みづくりとともに、若者が活動しやすい場の創出
のため催事スペース等の活用を推進します。 

(3)特徴ある文化的資源を活かしたまちづくり 
①西荻の小洒落た文化を活かす 

②子育て・教育環境 

 
西荻の小洒落た文化のＰＲ、子育て・教育環境の充実を図

り、成熟した街を形成します。 

情報発信の 

プラットフォーム 

(1)まちの話題、発信したい情報収集 
①人の興味を引き続ける内容 

②魅力的な内容がないと続かない 

 商店街や幼稚園・保育園・小中学校・高等学校、大学、区役
所との定期的な情報交換や情報募集箱等を設置するなど、発信
したい情報を集める仕組みをつくります。 

(2)まちなかでの情報発信拠点づくり 
①情報発信していることを知ってもらう必要がある 

 店先空間等を活用して情報発信の拠点（掲示板、まち案内
所等）をつくります。 

(3)情報発信の継続的な取組み促進 
①人の確保 

②場所の確保 

③システムづくり 

 
「西荻窪案内所」「西荻窪ノート」「ぷれま」などを実践されてきた

方々の経験値を活かした勉強会を開催や情報発信に取り組むス
タッフの確保、収入を得る仕組みを検討します。 

  

参考資料―２ 


